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車を運転する前に 
車を運転する前に必要な各部の開閉、調整、点検

について説明しています。 

 
 

車体各部の開閉 
キー --- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 74 
キーレス アクセス --- - - - - - - - - - - - - - - 75 
ドアの開閉--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 84 
チャイルド プルーフ --- - - - - - - - - - - - - 85 
集中ドア ロック--- - - - - - - - - - - - - - - - - - 86 
キー抜き忘れ警告ブザー --- - - - - - - - - 86 
リヤ ゲート--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 87 
ボンネット--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 89 
フューエル リッド --- - - - - - - - - - - - - - - 91 
パワー ウインドゥ --- - - - - - - - - - - - - - - 94 

 

車体各部の調整 
防眩ルーム ミラー --- - - - - - - - - - - - - - - 98 
電動格納式ドア ミラー --- - - - - - - - - - 98 
チルト ステアリング --- - - - - - - - - - - - - 99 
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車体各部の開閉 
キー 

キーはエンジンの始動や停止のほかに、

ドアの施錠、解錠など車を操作するため

になくてはならない物です。大切に管理

してください。 

アクセス キー 

メイン キー 

メカニカル キー 

 

注意 
メカニカル キーは、必ずアクセス キ

ーに格納しておいてください。アクセ

ス キーは電池切れなどにより、突然

使用できなくなることがあります。 

アドバイス 
キーはアクセス キー（メカニカル キ

ー内蔵）とメイン キーを用意してお

ります。メイン キーは、大切に保管

しておいてください。 

キーを紛失されたときは、再登録が必

要となります。スバル販売店にご連絡

いただければ、指定キーを作ることが

できます。 

なお、メイン キーとアクセス キーは

合わせて最大 4 枚まで設定することが

できます。 

キー ナンバーについて 

お客様以外にキー ナンバーがわから

ないように、キーではなくプレートに

キー ナンバーを打刻してあります。 

キー ナンバー 

 

キー ナンバー プレートを車両以外の

場所に大切に保管してください。 

万一、キーを紛失したときに、キー 

ナンバーをスバル販売店にご連絡いた

だければ、指定キーを作ることができ

ます。 

航空機に乗るときは 

航空機にアクセス キーを持ち込む場

合 は 、 航 空 機 内 で “ LOCK ” 、

“UNLOCK”のボタンを押さないでく

ださい。また、かばんなどに保管する

場合でも、簡単にボタンが押されない

ように保管してください。ボタンが押

されると電波が発信され、航空機の運

行に支障をおよぼすおそれがありま

す。 
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キーレス アクセス 

アンテナから発する電波をアクセス キー

が感知することによって、下記の操作を

行うことができます。 

運転席ドア ハンドルのスイッチを押

すことで、ドアの施錠・解錠ができま

す。 

キーの差し込み操作なしでエンジンの

始動、停止ができます。 

(エンジン スイッチ→ 129 ページ) 

イモビライザー機能（車両盗難防止機

能）を備えています。 

(イモビライザー機能→ 133 ページ) 

 

アドバイス 
アクセス キーは必ず運転者が所持

し、管理してください。エンジン回転

中は通信を停止するため、特にキーを

紛失しやすくなります。また、メイン 

キーは大切に保管しておいてくださ

い。 

アクセス キー・メイン キーを紛失し

た場合は、再登録が必要になります。

スバル販売店にご相談ください。 

アクセス キーの電池寿命は、使用状

況によりますが、約 1～3 年程度で

す。（全く使用していなくても電池は

消耗します） 

アドバイス 
アクセス キー・メイン キーには精密

な電子部品が組み込まれています。故

障の原因になりますので、下記のこと

を守り、取り扱いには注意してくださ

い。 

アクセス キーをズボンなどの後ろポ

ケットに入れないでください。 

直射日光や高温下に放置しないでくだ

さい。 

強い衝撃や圧力を加えないでくださ

い。 

水にぬらさないでください。 

分解しないでください。 

超音波洗浄機などにかけないでくださ

い。 

磁気を帯びたキー ホルダーなどを付

けないでください。 

下記のような強い電波を発するおそれ

のある機器の近くに、アクセス キー

を置かないでください。アクセス キ

ーが常時通信状態になり、電池が著し

く消耗します。 

・テレビ 

・オーディオ 

・パソコン 

・携帯電話、コードレス電話 

・電気スタンド 

・低周波治療器などの医療用電気機器 

メイン キーとアクセス キーは合わせ

て最大 4 枚まで設定することができま

す。ご購入方法、ご使用方法について

はスバル販売店にご相談ください。 
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アンテナ 

警告 
植込み型心臓ペース メーカー、および植込み

型除細動器を使用されている方へ 

車室外アンテナ・車室内アンテナから

約 22 ㎝以内に近づかないようにして

ください。電波により、植込み型心臓

ペース メーカー、および植込み型除

細動器の作動に影響をあたえるおそれ

があります。 

車室外アンテナ・車室内アンテナから

約 22 ㎝以内に近づかなければ、電波

による影響を受けるおそれはありませ

んが、不要な電波の発信を避けるた

め、アクセス キーは、必ず運転者が

所持したまま乗車してください。 

また、電池切れなどにより、アクセス 

キーで操作できないとき、またはアク

セス キーの機能を停止させたとき

は、アクセス キーを所持していない

状態と同じですので、注意してくださ

い。 

（アクセス キーが操作できない場合 

→ 80 ページ） 

（アクセス キーの機能の停止 

→ 82 ページ） 

植込み型心臓ペース メーカー、およ

び植込み型除細動器以外の医療用電気

機器を使用されている方は、電波によ

る影響について、医療用電気機器製造

業者などに事前に確認してください。 

電波により、医療用電気機器の作動に

影響をあたえるおそれがあります。 

 

アドバイス 
アクセス キーを所持していない状態

では、車室外アンテナは常に電波を発

しています。 

アクセス キーを所持していない状態

で、ドアを開閉すると、車室外アンテ

ナ・車室内アンテナから電波が発され

ます。この場合、エンジン スイッチ

にメイン キーを差し込むと、電波の

発信が停止されます。 

アンテナから発する電波を停止（キー

レス アクセスを停止）させることも

できます。詳しくは、最寄りのスバル

販売店にご相談ください。 

アンテナから発する電波を停止させた

とき、エンジンの始動・停止は、キー

の差し込み操作なしで行うことができ

なくなります。（電波式リモコン ド

ア ロックによるドアの施錠・解錠は

行えます） 
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車室外アンテナ 

運転席ドア ハンドルに内蔵されています。 

アンテナ 

 

車室内アンテナ 

運転席シート クッション内部と左側リヤ 

シート足元フロア下部にあります。 

アンテナ 
 

アクセス キーの使いかた 

アクセス キーは下記のような場合、ドア

の施錠・解錠やエンジンの始動ができな

いなど、正常に作動しないことがありま

す。 

近くにTV塔や発電所、放送局、電光掲

示板など強い電波を発生する設備があ

るとき 

無線機や携帯電話などの無線通信機器

や他車のアクセス キーと一緒に携行

したとき 

本体が金属製の物と接しているとき 

アクセス キーの電池が切れたとき 

このような場合、アクセス キーに内蔵さ

れているメカニカル キーを使用してドア

の施錠・解錠やエンジンの始動を行って

ください。 

（アクセス キーで操作できない場合 

→ 80 ページ） 

注意 
メカニカル キーは、必ずアクセス キ

ーに格納しておいてください。アクセ

ス キーは電池切れなどにより、突然

使用できなくなることがあります。 
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アドバイス 
アクセス キーは、人体に影響しない

程度の微弱な電波を使用しています。 

ボタンを押しても作動しない場合や、

著しく作動可能距離が短くなった場

合、またはインジケーターが点滅しな

くなった場合は、電池の消耗が考えら

れます。電池の交換については、最寄

りのスバル販売店にご相談ください。 

車両の形状により、キーレス アクセ

ス操作・電波式リモコン ドア ロック

が作動しにくい場所があります。 

エ ン ジ ン  ス イ ッ チ が “ ACC ” 、

“ON”の位置のとき、またはいずれか

のドアが開いている場合は、キーレス 

アクセス操作・電波式リモコン ドア 

ロックは作動しません。 

エンジン スイッチのキー挿入口にメ

カニカル キー、またはメイン キーが

差し込まれているときは、キーレス 

アクセス操作・電波式リモコン ドア 

ロックは作動しません。 

キーレス アクセス操作・電波式リモ

コン ドア ロックにより、ドア ロッ

クが解錠されたあと、ドアの開閉を行

わなかった場合は約 30 秒後、自動的

にすべてのドアが施錠されます。（自

動ロック機能） 

 

キーレス アクセス操作 

アクセス キーを所持して作動範囲内に入

り、運転席ドア ハンドルのスイッチを押

すごとに、すべてのドアの施錠・解錠が

繰り返されます。 

スイッチ 

 

作動範囲 

運転席ドア ハンドルから周囲約 70 ㎝以

内です。 

アンテナ 

作動範囲 
運転席ドア ハンドルから 
周囲約70cm以内 
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アドバイス 
周囲の状況により、作動範囲は変化す

ることがあります。 

ドア ガラスやドア ハンドルに近付き

すぎた場合などは、施錠・解錠されな

いことがあります。 

スイッチを早押しした場合、施錠・解

錠されないことがあります。 

施錠・解錠するときは、運転席ドア 

ハンドルのスイッチを確実に押して施

錠・解錠されたことを確認してくださ

い。 

アクセス キーが作動範囲内にあれ

ば、アクセス キーを所持している人

以外でも運転席ドア ハンドルのスイ

ッチで施錠・解錠を行うことができま

す。 

アクセス キーが作動範囲内にあって

も、アクセス キーが地面の近くや高

い場所にあるときは、正常に作動しな

い場合があります。 

アクセス キーの持ちかたにより、作

動しにくい場合があります。 

 

電波式リモコン ドア ロック 

ドアが施錠された状態で、アクセス キー

の“UNLOCK”ボタンを押すと、インジ

ケーターが 1 回点滅し、すべてのドアは

解錠されます。 

“LOCK”ボタンを押すとインジケーター

が 1 回点滅し、すべてのドアは施錠され

ます。 

インジケーター 

LOCK

UNLOCK

 

 

作動範囲 

車両中心から周囲約 3ｍ以内です。 

約3m

作動範囲 
車両中心から周囲約3m以内 
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作動完了の確認方法 

非常点滅灯と室内照明により、キーレス 

アクセス操作・電波式リモコン ドア ロ

ックの作動完了を確認することができま

す。 

確認方法 

ドアの施錠・解錠と連動して、非常点滅

灯と室内照明（ルーム ランプはスイッチ

がDOOR位置のとき）が下表の通り作動

します。（アンサー バック） 

これにより、キーレス アクセス操作・電

波式リモコン ドア ロックの作動完了を

確認してください。 

作動 部位 

UNLOCK時 

アンサー バック 

LOCK時 
非常点滅灯 

室内照明 

非常点滅灯 

室内照明 

1回点滅 

減光し、その後消灯 

2回点滅 

約15秒間点灯 
 

アクセス キーで 

操作できない場合 

電池切れなどにより、アクセス キーで操

作（ドアの施錠・解錠やエンジンの始

動）できない場合、アクセス キーに内蔵

されているメカニカル キーを使用してく

ださい。 

 

警告 
電池切れなどにより、アクセス キー

で操作できない場合でも、アンテナは

常に電波を発信していますので、植込

み型心臓ペース メーカー、および植

込み型除細動器を使用されている方

は、車室外アンテナ・車室内アンテナ

から約 22 ㎝以内に近づかないように

してください。 

（アンテナ→ 76 ページ） 

 

注意 
メカニカル キーを使用したあとは、

必ずアクセス キーに格納してくださ

い。アクセス キーは電池切れなどに

より、突然使用できなくなることがあ

ります。 
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メカニカル キーの取り出しかた 

メカニカル キーはアクセス キーに内蔵

されています。 

取り出しかた 

アクセス キーのノブを矢印の方向にスラ

イドさせたまま、アクセス キーから、メ

カニカル キーを引き抜きます。 

ノブ 

 

メカニカル キーの格納のしかた 

格納方法 

1. アクセス キーのノブを矢印の方向に

スライドさせたまま、メカニカル キ

ーを下図のように差し込みます。 

ノブ 

 

2. ノブを戻してロックします。 

メカニカル キーによる 

ドアの施錠・解錠 

操作方法 

キーを確実に差し込んでから回します。

キーを車両前側に回すと施錠され、後ろ

側に回すと解錠されます。 

解錠 

施錠 

車両前側 
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アクセス キーの機能の停止 

アクセス キーによるドアの施錠・解錠と

エンジン始動の機能を停止することがで

きます。ただし、電波式リモコン ドア 

ロックによるドアの施錠・解錠は停止し

ません。 

また、アクセス キーの状態はインジケー

ターで確認することができます。 

 

警告 
アクセス キーで電波式リモコン ドア 

ロックしかできない場合は、アクセス 

キーの機能の停止が考えられます。 

機能が停止している場合でも、アンテ

ナは常に電波を発信していますので、

植込み型心臓ペース メーカー、およ

び植込み型除細動器を使用されている

方は、車室外アンテナ・車室内アンテ

ナから約 22 ㎝以内に近づかないよう

にしてください。 

（アンテナ→ 76 ページ） 

 

アドバイス 
アクセス キーの機能を停止させて

も、アンテナから発する電波を停止さ

せることはできません。 

 

機能の停止・復帰方法 

ア ク セ ス  キ ー の ボ タ ン （ “ LOCK ”

“UNLOCK”）を同時に 8 秒以上押し続

けると、インジケーターが赤色で点灯し、

機能の変更モードになります。（約 3 秒

間） 

LOCK

UNLOCK

インジケーター（赤：約3秒間点灯） 

 

機能の変更手順 

変更モード中に、下記の手順にしたが

って操作を行ってください。 

約 3 秒以内にボタンを押さないと、変

更モードが解除され、元の状態に戻り

ます。 

 

1. 変更モード中に、“UNLOCK”ボタ

ンを押します。 

インジケーターが緑色で 1 回点滅し、

その後、赤色で点灯します。 

UNLOCK

インジケーター（緑：点滅→赤：約3秒間点灯） 
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2. インジケーターが赤色で点灯中（約

3 秒間）に、“LOCK”ボタンを押し

ます。 

約 3 秒以内にボタンを押さないと、変

更モードが解除され、元の状態に戻り

ます。 

LOCK

インジケーター（停止時：緑→赤、 
　　　　　　　　復帰時：赤→緑） 

 

機能を停止させたときは、インジケー

ターが緑色、赤色の順に、1 回ずつ点

滅します。 

機能を復帰させたときは、インジケー

ターが赤色、緑色の順に、1 回ずつ点

滅します。 

 

アドバイス 
復帰の操作を行っても、機能が復帰し

ない場合は、スバル販売店にご連絡く

ださい。 

 

アクセス キーの状態の確認 

ア ク セ ス  キ ー の “ LOCK ” ボ タ ン ・

“UNLOCK”ボタンのどちらかを押しま

す。 

インジケーターが赤色で 1 回点滅した

ときは、アクセス キーの機能が停止

している状態です。 

インジケーターが緑色で 1 回点滅した

ときは、アクセス キーの機能がはた

らいている状態です。 

メイン キー 

アクセス キーを紛失、または破損したと

きなど、メカニカル キーも使用できない

場合は、付属のメイン キーを使用してく

ださい。 

 

メイン キーによるドアの施錠、 

解錠 

操作方法 

キーを確実に差し込んでから回します。

キーを車両前側に回すと施錠され、後ろ

側に回すと解錠されます。 

解錠 

施錠 

車両前側 
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ドアの開閉 

操作を行う前に 

警告 
ドアの開閉は確実に行ってください。

ドアが確実に閉まっていないと、走行

中にドアが開き、思わぬ事故につなが

ったり、運転者や同乗者、または荷物

が車から投げ出されるおそれがありま

す。 

走行中は絶対にドアを開けないでくだ

さい。思わぬ事故につながるおそれが

あります。 

ドアを開けるときは、周囲の安全を十

分確認してください。いきなり開ける

と後続車にぶつかるおそれがあり危険

です。風が強いときは特に注意してド

アを開けてください。 

車から離れるときは、法的にも義務付

けられていますので、必ずエンジンを

止め施錠してください。無人で車が動

き出したり、車両盗難のおそれがあり

ます。 

お子さまに各ドアの開閉をさせたり、

いたずらをさせないでください。思わ

ぬ事故の原因となるおそれがありま

す。 

ドアを閉めるとき指などを挟まないよ

うに注意してください。 

 

アドバイス 
ドアを施錠している場合でも、車を離

れるときは貴重品などは車の中に置い

たままにしないでください。 

車外からの施錠、解錠 

キーを確実に差し込んでから回します。

キーを車両前側に回すと施錠され、後ろ

側に回すと解錠されます。 

解錠 
施錠 

車両前側 

 

アドバイス 
ドアのキー挿入口は助手席側には設定

していません。 

 

車内からの施錠、解錠 

ロック レバーを押し込むと施錠できます。

ロック レバーを手前に引くと解錠できイ

ンナー ハンドルを引くとドアが開きます。 

インナー ハンドル 

ロック レバー 

施錠 解錠 
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車外からキーを使わない施錠 

アドバイス 
キーを車内に置き忘れないようにして

ください。不注意によりキーを車内に

閉じ込めてしまう場合があります。 

キーを使用せずにドアを施錠するとき

にキーを手に持っていることを確認し

てからドアを閉める習慣を身に付けれ

ば、車内にキーを閉じ込めてしまうこ

とを防止できます。 

アクセス キー使用時は、この方法で

の施錠はできません。 

 

フロント ドア 

操作方法 

ロック レバーを押し込み、ドア ハンド

ルを引いたままドアを閉めて施錠します。 

ドア  ハンドル 

施錠 

 

リヤ ドア 

操作方法 

ロック レバーを押し込み、ドアを閉めて

施錠します。 

チャイルド プルーフ 

お子さまの安全のため、チャイルド プル

ーフを左右リヤ ドア後部に設けています。 

操作方法 

レバーを“施錠”側にしておくと車内の

ドア ハンドルを引いてもドアを開かなく

することができます。ドアを開けるとき

は、車外のドア ハンドルで操作します。 

施錠 

レバー 

解錠 

 

注意 
お子さまを後部座席に乗せるときは必

ずチャイルド プルーフを使用してく

ださい。 
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集中ドア ロック 

運転席ドアのロック レバーを操作すると、

連動して助手席ドア・左右リヤ ドア・リ

ヤ ゲートが施錠、解錠されます。 

施錠 解錠 

ロック レバー 

 

キー抜き忘れ警告ブザー 

エンジン スイッチにキーが差し込まれて

いるとき“LOCK”または“ACC”の位置

でいずれかのドアを開けるとブザー（断

続音）が鳴り、キーの抜き忘れを警告し

ます。 
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リヤ ゲート 

操作を行う前に 

注意 
リヤ ゲートを開けたときは、ドアが

確実に開いていることを確認してくだ

さい。不十分な開けかたではリヤ ゲ

ートが不意に閉まるおそれがありま

す。特に傾斜した場所では、リヤ ゲ

ートの開閉がしにくい場合がありま

す。平坦な場所で開閉を行ってくださ

い。 

リヤ ゲートを閉めるときにほかの人

の手などを挟まないように注意してく

ださい。 

リヤ ゲートを閉めたときはリヤ ゲー

ト端部などを持ってドアを軽くゆすり

確実にロックされていることを確認し

てください。走行中にドアが開くと大

変危険です。また、荷物が道路に落下

するなど思わぬ事故につながるおそれ

があります。 

リヤ ゲートからの乗り降りはしない

でください。思わぬ事故の原因となり

ます。 

荷物の積み下ろしでやむを得ずリヤ 

ゲートから乗り降りするときは、ドア

を支えているステーに手をかけないで

ください。リヤ ゲートを支えている

ステーの役割を果たさず不意にリヤ 

ゲートが閉まるおそれがあります。 

エンジンをかけた状態でリヤ ゲート

から手荷物の出し入れをするときは排

気管の後ろに立たないようにしてくだ

さい。衣服が汚れたり、排気ガスによ

り体に悪影響をおよぼすおそれがあり

ます。 

注意 
リヤ ゲートにはリヤ ゲートを支える

ためのダンパー ステーが取り付けら

れています。ダンパー ステーの破損

や作動不良、また手の挟み込みを防ぐ

ため、下記のことをお守りください。 

ステーを持ってリヤ ゲートを閉めた

り、ぶら下がらないでください。手を

挟んだり、ステーが破損するなどし

て、思わぬ事故につながるおそれがあ

ります。 

ステーに手をかけて乗り降りしたり、

横方向に力をかけないでください。ス

テーが曲がり、リヤ ゲートが開閉で

きなくなるおそれがあります。 

ビニール片・ステッカー・粘着材など

の異物がステーのロッド部（メッキし

てある棒部）に付着しないようにして

ください。また、繊維などの付着を防

止するため、ロッド部を軍手などで触

れないでください。異物が付着する

と、ステーが円滑に動かなくなった

り、開けたときの保持力が損なわれる

おそれがあります。 

ロッド部 
 

リヤ ゲートにスバル指定用品以外の

アクセサリーを取り付けないでくださ

い。リヤ ゲートの重量が極端に重く

なると、開けたときにステーが支えら

れなくなるおそれがあります。 
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車内からの施錠、解錠 

リヤ ゲート連動集中ドア ロック 

運転席ドアのロック レバーを操作すると、

連動してリヤ ゲートが施錠、解錠されま

す。このとき助手席ドア、リヤ ドアも同

時に施錠、解錠されます。 

施錠方法 

運転席ドアのロック レバーを押し込むと

施錠できます。 

 

解錠方法 

運転席ドアのロック レバーを手前に引く

と解錠できます。 

施錠 解錠 

ロック レバー 

 

車外からの施錠、解錠 

キー操作により施錠、解錠することがで

きます。 

施錠方法 

キーを差し込み、右に回すと施錠できま

す。 

 

解錠方法 

キーを差し込み、左に回すと解錠できま

す。 

解錠 

施錠 
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リヤ ゲートの開閉 

開けるとき 

解錠したあとでキー挿入口を押すと、ド

アが開きます。 

 

閉めるとき 

リヤ ゲートを静かに手で押さえ、そのま

ま閉めます。 

 

リヤ ゲート ストラップ バンド 

リヤ ゲートを下げるときに便利です。 

リヤ ゲート ストラップ バンド 
 

ボンネット 

操作を行う前に 

警告 
エンジン ルームは大変高温になって

いることがあるため、下記のことをお

守りください。 

やけどをするおそれがありますので、

点検するときは、十分に冷めてから行

ってください。 

点検したあとは、エンジン ルーム内

に工具や布を置き忘れていないことを

確認してください。点検や清掃に使用

した工具や布などをエンジン ルーム

内に置き忘れていると、故障の原因と

なったり、車両火災につながるおそれ

があり危険です。 

 

注意 
ボンネットを閉めたあとは、ボンネッ

トが確実にロックしたことを確認して

ください。ボンネットが確実に閉まっ

ていないと、走行中に開くおそれがあ

り大変危険です。 

ボンネットを開けているとき風にあお

られるとステーが外れボンネットが不

意に閉まるおそれがあります。特に風

の強い日はご注意ください。 

お子さまにボンネットの開閉はさせな

いでください。ボンネットは大変重

く、開閉中うっかり手を離すと思わぬ

けがにつながるおそれがあります。 
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開けかた 

操作手順 

1. インストルメント パネル右下のオー

プナーを手前に引くと、ボンネット

前部が少し浮き上がります。 

オープナー 

 

2. ボンネット前部中央にあるキャッチ 

フックのレバーを矢印の方向に引き

上げ、もう一方の手でボンネットを

持ち上げます。 

レバー 

 

注意 
エンジン回転中や停止後は、レバーが

熱くなっていることがあります。やけ

どや思わぬ事故につながるおそれがあ

りますので、レバーを持つ前に必ず確

認してください。 

3. ボンネットをステーで確実に支えま

す。 

ステー 

 

注意 
エンジン回転中や停止直後は、ステー

が熱くなっていることがあります。や

けどや思わぬ事故につながるおそれが

ありますので、ステーを持つ前に必ず

確認してください。 

ステーを確実に固定穴に差し込んでく

ださい。ステーが外れると大変危険で

す。 

 

アドバイス 
ワイパーを起こしたままでボンネット

を開けると、ワイパーがボンネットに

当たり傷付くことがあります。 
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閉めかた 

操作手順 

1. ボンネットを片手で支えて、ステー

を元の位置へ戻します。 

ステー 

 

2. ボンネットを静かに下げ、手で押さ

えるようにして閉めます。 

アドバイス 
ボンネットを閉めるとき、手で強く押

さえすぎないでください。 

フューエル リッド 

操作を行う前に 

警告 
燃料は引火しやすいため、下記のこと

を守らないと火災につながり、やけど

など重大な傷害を受けるおそれがあり

危険です。 

エンジンは必ず止めてください。 

車のドア、窓は閉めてください。 

タバコを吸うなど、火気を近付けない

でください。 

フューエル キャップを開ける前に、

必ず車体または給油機などの金属部分

に触れて、身体の静電気除去を行って

ください。身体に静電気を帯びている

と、放電による火花が引火するなどし

て、やけどのおそれがあります。 

フューエル キャップを開けるなどの

給油操作は、必ず静電気除去を行った

方お一人で行ってください。 

給油中に再び車内のシートに触れた

り、座ったり、また人や物に触れると

再帯電する場合があります。このよう

なときは再び給油機などの金属部分に

触れて静電気除去を行ってください。 

フューエル キャップを開ける際は、

必ずキャップのツマミ部分を持ち、ゆ

っくりと開けてください。気温が高い

ときなどは燃料タンク内の圧力が高く

なり、給油口から燃料が吹き返すおそ

れがあります。 
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警告 
フューエル キャップを少しゆるめた

時に「シュー」という音がする場合

は、それ以上開けずに、その音が止ま

るのを確認してからゆっくりと開けて

ください。 

給油中に燃料がこぼれた場合はただち

に給油を止め、こぼれた燃料を布きれ

などでふき取ってください。 

こぼれた燃料が車の塗装面に付着した

場合は水洗いをおすすめします。付着

したままで放置すると、塗装面が劣化

するおそれがあります。 

給油口にほかの人を近付けないでくだ

さい。 

給油するときは、給油口にノズルを確

実に挿入してください。また、オート 

ストップ作動後の継ぎ足し給油は行わ

ないでください。給油口から燃料が吹

きこぼれるおそれがあります。 

給油終了後、フューエル キャップを

閉める場合「カチッ、カチッ」と音が

するまで右に回し、確実に閉まってい

ることを確認してください。 

スバル指定フューエル キャップ以外

は使用しないでください。燃料漏れな

どを起こすおそれがあり危険です。 

その他ガソリン スタンド内に掲示さ

れている注意事項を守ってください。 

燃料には、人体に有害な発ガン性物質

を含んでいる物もありますので、燃料

の気化ガスを吸わないようにご注意く

ださい。 

注意 
指定燃料は無鉛レギュラー ガソリ

ン、または無鉛プレミアム ガソリン

です。 

給油時に、指定されている燃料である

ことを確認してください。 

指定以外の燃料（粗悪なガソリン、ア

ルコール系燃料、軽油、灯油など）を

使用すると、エンジンの始動性が悪く

なったり、ノッキングや出力の低下な

どが発生する場合があります。また、

そのまま利用していると、エンジンや

燃料系部品を損傷するおそれがありま

す。 
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フューエル リッドの開閉 

アドバイス 
メーター内にフューエル リッドの車

両取り付け方向を示しています。 

 

開けるとき 

運転席足元右側にあるフュ―エル リッド 

オープナー レバーを引き上げます。 

オープナー 
レバー 

 

閉めるとき 

リッドを押して閉めます。 

フューエル キャップの開閉 

開けるとき 

左に回して外します。 

開 
閉 

 

閉めるとき 

「カチッ カチッ」という音がするまで、

右に回して閉めます。 

 

フューエル キャップ ハンガー 

給油中は、外したフューエル キャップを

フューエル リッド裏側にあるハンガーに

かけておくことができます。 

ハンガー 
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パワー ウインドゥ 

スイッチ操作により運転席、助手席、後

席のウインドゥの開閉ができます。 

操作を行う前に 

警告 
パワー ウインドゥは大変強い力で開

閉しますので、開閉するときは、ほか

の人の手・腕・頭・首などを挟んだり

巻き込んだりしないよう注意してくだ

さい。重大な傷害を受けるおそれがあ

り危険です。 

お子さまにパワー ウインドゥの操作

をさせないでください。開閉すると

き、手・腕・頭・首などを挟んだり巻

き込んだりして、重大な傷害を受ける

おそれがあり危険です。お子さまを乗

せているときは、ロック スイッチを

“OFF”にしてください。 

 

アドバイス 
運転席スイッチとほかのスイッチを同

時に逆方向へ動かさないでください。

故障の原因となるおそれがあります。 

ウインドゥを完全に開閉した状態でス

イッチを押し続けると故障の原因とな

りますので、操作完了後はすぐに手を

離してください。 

パワー ウインドゥの開閉はなるべく

エンジン回転中に行ってください。エ

ンジン停止時に行うと、バッテリーあ

がりの原因になります。 

ガラスが凍りついて固着したような状

態でウインドゥ スイッチの“開”ま

たは“閉”を連続操作しないでくださ

い。故障の原因となります。 

エンジン スイッチを“ON”の位置に

すると、運転席ウインドゥ スイッチ

のマークが点灯します。 
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運転席ドア側スイッチ 

エンジン スイッチが“ON”の位置のと

き、使用できます。 

運転席ウインドゥ 
スイッチ（AUTO） 

リヤ ウインドゥ 
スイッチ 

助手席ウインドゥ 
スイッチ 

ロック スイッチ 

 

運 転 席 ウ イ ン ド ゥ  ス イ ッ チ

（AUTO） 

操作方法 

スイッチを軽く押し下げている間ウイン

ドゥ ガラスは開き、軽く引き上げている

間ウインドゥ ガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 

「カチッ」と音がするまで押し下げる、

または引き上げるとウインドゥ ガラスは

自動的に全開、全閉します。途中で止め

るときは、軽く逆方向にスイッチを操作

します。 

 

助手席ウインドゥ スイッチ 

操作方法 

スイッチを押し下げている間ウインドゥ 

ガラスは開き、引き上げている間ウイン

ドゥ ガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 

 

リヤ ウインドゥ スイッチ 

操作方法 

スイッチを押し下げている間ウインドゥ 

ガラスは開き、引き上げている間ウイン

ドゥ ガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 

 

ロック スイッチ 

操作方法 

スイッチを押すと“OFF”になり、運転

席ウインドゥ ガラス以外は開閉できなく

なります。 

もう一度押すと解除されます。 

 

助手席・リヤ ドア側スイッチ 

エンジン スイッチが“ON”の位置のと

き、使用できます。 

操作方法 

スイッチを押し下げている間ウインドゥ 

ガラスは開き、引き上げている間ウイン

ドゥ ガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 

閉 

開 
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 アドバイス 
後席左右のドア ウインドゥは全開に

なりません。 

 

ウインドゥ反転機構（運転席） 

運転席ウインドゥ ガラスを閉めるときに、

窓枠とウインドゥ ガラスの間に異物の挟

み込みを感知すると、ウインドゥ ガラス

の上昇を停止し、自動的にウインドゥ ガ

ラスが下降します。 

アドバイス 
ウインドゥ反転機構は下記のときに作

動します。 

運転席ウインドゥ ガラスの開閉をス

イッチにより自動（AUTO）で閉めて

いるとき 

特に小さな物を挟み込んだとき、ウイ

ンドゥ反転機構が作動しないことがあ

ります。 

環境や走行条件により、異物を挟み込

んだときと同じ衝撃がウインドゥ ガ

ラスに加わると、ウインドゥ反転機構

が作動することがあります。 
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初期設定 

バッテリー交換やヒューズ交換などで、

バッテリーとの接続が断たれたときは、

パワー ウインドゥの初期設定をしてくだ

さい。 

パワー ウインドゥの初期設定がされてい

ないと、下記の機能は作動しません。 

運転席ウインドゥ ガラスの自動開閉 

ウインドゥ反転機構（運転席） 

 

操作手順 

1. エンジン スイッチを“ON”の位置

にします。 

2. 運転席ウインドゥ スイッチを引き上

げ続け、ウインドゥ ガラスを全閉し

ます。 

3. 全閉後そのままの状態で約２秒間ス

イッチを引き上げ続けます。 
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車体各部の調整 
防眩ルーム ミラー 

操作を行う前に 

注意 
調整は必ず走行前に行ってください。 

調整のしかた 

手でルーム ミラーの角度を調整します。 

 

夜間まぶしいときは 

夜間走行中など、後続車のライトがミラ

ーに映ってまぶしいとき、レバーを手前

に引くとライトの反射が弱くなります。 

レバー 
 

注意 
視界の調整をするときは、レバーを前

方に押した状態で行ってください。 

電動格納式ドア ミラー 

ミラーの格納、角度調整をスイッチの操

作で行うことができます。 

エンジン スイッチが“ACC”または

“ON”の位置のときに使用できます。 

操作を行う前に 

注意 
ミラーの操作を行う際は、ドアとミラ

ーの間に手を挟まないように注意して

ください。 

ミラーを倒したまま走行しないでくだ

さい。ミラーによる後方確認ができず

事故につながるおそれがあります。 

 

格納のしかた 

ミラー格納スイッチを押すと、ミラーを

格納することができます。もう一度押す

と元に戻ります。走行するときは、必ず

元に戻してください。 

ミラー格納 
スイッチ 
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調整のしかた 

1. 左右切り替えスイッチを調整する側

に合わせます。 

2. 調整スイッチで、ミラーの角度を調

整します。 

左右切り替え 
スイッチ 

調整スイッチ 

 

注意 
調整は必ず走行前に行ってください。 

 

アドバイス 
調整するとき以外は、左右切り替えス

イッチを中立（中央）の位置に合わせ

ておいてください。 

チルト ステアリング 

ハンドルの位置を調整することができま

す。 

調整のしかた 

レバーを押し下げ、ハンドルを上下に動

かし適切な位置に調整します。その状態

でレバーを引き上げると固定されます。 

固定 

解除 

 

警告 
走行中はハンドル位置の調整をしない

でください。運転を誤り思わぬ事故の

原因となるおそれがあり危険です。 

ハンドル位置の調整をしたあとは、確

実に固定されていることを確認してく

ださい。固定が不十分だとハンドル位

置が突然変わり、思わぬ事故の原因と

なるおそれがあり危険です。 
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